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研究成果の概要（和文）：

毎年、数回の研究会を行なうと共に、2009 年にはドイツ中部、2010 年にはドイツ南西
部およびベルリン、2011年 9月には、オーストリアを調査し、多くの成果を得ることがで
きた。2011年度には、歴史民俗博物館のプロジェクトと共に最近の国民国家論についての
研究会を行ない、総括的な議論を行なった。「ドイツ近代における市民社会、国民国家、そ

して戦争」を検討するための基礎作業を行なうことができた。

研究成果の概要（英文）：

We carried out several times of workshops each year. In addition, we made field 
investigations;  in central Germany in 2009, southwestern Germany and Berlin in 
2010, Austria in September 2011, and obtained many fruitful results. In summer of 
2011, we carried out a comprehensive discussion over the subject of recent study of 
nation-state with a group of the project of National History and Folklore Museum. I 
was able to conduct a basic study of the "civil society, nationstate and war in modern 
Germany." 
 
交付決定額

（金額単位：円） 
直接経費 間接経費 合 計

2009年度 1,100,000 330,000 1,430,000

2010年度 1,200,000 360,000 1,560,000

2011年度 1,100,000 330,000 1,430,000

年度

年度

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000

研究分野： 人文科学系

科研費の分科・細目：ヨーロッパ史、アメリカ史

キーワード： ドイツ統一、ドイツ帝国、オーストリア

１．研究開始当初の背景
2007 年、新潟おいて開催された日本西洋
史学会第 57 回におけるシンポジウム「国民
国家とアイデンティティ複合－中欧におけ
る帝国、国民、民族」を一つの契機とし、「ド
イツにおける市民社会、国民国家、および戦
争」をテーマとし、「19 世紀のドイツ統一」
を中心に、ドイツ史研究を再検討することを

めざして研究を組織した。
２．研究の目的

1990 年の東西ドイツ統合以後、ドイツで
は 19 世紀のドイツ統一をめぐる研究は活発
化し、新しい状況が生まれた。それらの研究
をふまえて、「19 世紀のドイツ統一」を再考
することを課題とした。
「19世紀のドイツ統一」については、長い
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研究史があるが、20世紀におけるナチズムの
時代の大ドイツとしての「1938 年のドイツ
統一」を経て後の東西ドイツへの分裂、その
後の 1990年の「20世紀のドイツ統一」をふ
まえて、「小ドイツ主義」による、ビスマル
クによる統一をどのように理解するか、改め
て問われており、多面的な分析をすすめるこ
と課題とした。

３．研究の方法
1） 年、数回の独自の研究会を組織し、若手
研究者を招いて、最新の研究動向につい
て理解を深める。
2） 関係する諸学会、諸研究会との交流を積
極的にすすめる。
3） ドイツ統一を多面的に考察するため、ド
イツ各地の調査を共同で行なう。
こととし、実施した。

４．研究成果

2009 年８月 19 日から 26 日まで、代表者松

本 彰、連携研究者野村真理、森田直子は、

ドイツ中部地方（テューリンゲン州、ザクセ

ン・アンハルト州、ザクセン州）の調査を行

った。ライプツィヒ諸国民戦争記念碑と記念

館、市庁舎におけるライプツィヒ大学創立

600 周年記念展示、アイゼナハのバッハ記念

館、ヴァルトブルク、ブルシェンシャフト記

念碑、デーリッチュのシュツルツ=デーリッ

ツ記念館、ケーテンのバッハ記念館、博物館、

フライブルクのヤーン記念館、ドレースデン

の衛生博物館、歴史博物館、デッサウのモー

デス・メンデルスゾーン記念館（デッサウに

あったバウハウス運動で作られたジードル

ングの一部にあり、バウハウス運動について

も理解を深めることができた）、ユダヤ人墓

地など重要な史跡、資料館を調査し、多く成

果を得た。ハレ大学において、ハレ大学＝東

京大学の共同大学院プロジェクト（IGK）と

の研究交流も行った。

12月5日に連携研究者丸畠宏太が参加して

いる科学研究費プロジェクト「ヨーロッパの

中の軍隊」主催の研究会で、松本は報告「近

代ドイツにおける戦死者の記念－戦争墓と

栄誉の碑・警告の碑」を行い、ハレ大学から

招いたティノ・シェルツ氏がコメントを行っ

た。

2010 年 1 月 11 日に新潟でプロジェクト研

究会を行い、代表者、連携研究者全員が参加

して、ゲストとして研究協力者東大院生穐山

洋子氏の報告と討論、夏の研究調査旅行の総

括と今後の課題について、議論した。

2月 20 日、日本音楽学研究会において、松

本は「19 世紀ドイツの市民社会と国家」、「市

民社会と芸術－音楽におけるコメモレーシ

ョン」の報告を行った。

前記の「ヨーロッパの中の軍隊」プロジェ

クトは 3月 21,22 日にも、ドイツからポツダ

ム大学教授ラルフ・プレーヴェ、プロイセン

枢密古文書館館長ユルゲン・クロースターフ

ース氏を招いて、国際シンポジウム「「新し

い軍事史」の課題と方法」を開催した。丸畠

宏太はこの企画に中心的に関わり、司会など

を行ない、ハレ大学のティノ・シェルツ氏も

通訳として参加した。

2010 年 8 月、研究プロジェクトのメンバ
ーの研究会を新潟大学で行なった。連携研究

者丸畠宏太の報告を中心に「市民社会と国民

国家、そして戦争」をめぐる研究状況の現在

について討議した。

2010年 9月 17日から 21日まで、研究代
表者松本 彰、研究分担者森田直子、連携研

究者丸畠宏太は、ドイツ南西部の調査を行な

った。とくにフォイヒトヴァンゲンの合唱博

物館・資料館、シュトットガルト近郊のジル

ヒャー博物館、ヘヒンゲンのホーエンツォレ

ルン城、シュトゥットガルトのバーデン・ヴ

ュルテンベルク州歴史の家を調査した。合唱

博物館、ジルヒャー博物館は、19世紀のドイ
ツの社会運動の中で重要な意味を持つ、男声

合唱運動の研究の中心になっているところ

で、博物館の展示も充実しており、研究スタ

ッフの案内で、当時の協会運動の詳細を知る



ことができた。ホーエンツォレルン城は、プ

ロイセン王室の源だが、18世紀には廃墟にな
っていた。再建されたのは 19 世紀であり、
プロイセンと「南西ドイツ」の関係を考える

上では興味深い歴史的建造物であった。バー

デン・ヴュルテンベルク州歴史の家では、「ド

イツ統一と南西ドイツ」を考察するための多

くの手がかりを得た。

2010 年度は、連携研究者北村昌史がベル
リンに留学し、ブルーノ・タウト研究を行な

った。ベルリンでは彼が住んでいたタウトが

設計したジードルングを知ることができ、た

いへん有意義であった。

2011 年 4 月に研究プロジェクトのメンバ
ーの研究会を新潟大学で行なった。北村氏の

研究の成果についての報告と共に、本年度は、

最終年度で、基本テーマを「ドイツ統一とオ

ーストリアとし、若手研究者にも報告を依頼

し、今年度の研究の方針を検討した。

6月 25日、新潟朱鷺メッセで行なわれた日
本ドイツ学会でのシンポジウム「音楽の国ド

イツ？」において、代表者松本は報告「「音

楽の国ドイツ」の成立と崩壊」を行なった。

文化を含めて「ドイツ統一とオーストリア」

を検討する場合、重要な論点である。

2011年 8月 1日、東京経済大学において、
千葉大学の小沢弘明、趙 景達氏を招いて、

最近の国民国家研究について、とくに国立歴

史民俗博物館のプロジェクトが行なってき

た国民国家研究について、総合的に検討する

研究会を開催した。プロジェクトのメンバー

と共に、東京、大阪の若手研究者も参加して

活発な議論ができ、大きな成果を得た。 
9 月に、研究代表者松本 彰は、オースト
リアで在外研究を行なっていた連携研究者

野村真理と、シュタイアマルク州の州都グラ

ーツ、ケルンテン州の州都クラーゲンフェル

トの調査を行なった。「ドイツ統一問題とオ

ーストリア」を検討するための歴史的理解に

とって貴重な成果を得た。グラーツは 1848
年革命の時の帝国摂政ヨハン大公の地元で、

ドイツ・オーストリア関係を象徴する地であ

り、クラーゲンフェルトは第一次世界大戦後

に住民投票によって国境画定を行なった地

域として、以前から調査してきた北端のドイ

ツ・デンマーク国境と対比して、ドイツの国

境地域のトランスナショナルな状況が興味

深かった。

12月 10日の早稲田大学西洋史研究会に招
かれ、シンポジウム「ナショナリズム再考」

において、「19世紀ドイツにおける市民社会、
国民国家、戦争」を報告した。これまでこの

プロジェクトで行なってきた研究をまとめ、

1860 年代の協会運動をナショナリズム史の
中で問題にした。
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